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 次の 3 問題のうち、2 問題を選択して解答せよ。全ての答案用紙の問題番号欄には解答す

る問題番号を明記し、答案用紙にまとめよ。答案用紙は問題番号ごとに替えること。 

 

問題１－１ 

 近年の災害の多発を受け、防災対策の重要性が増している。平成 26 年 6 月に閣議決定さ

れた「国土強靭化基本計画」においては、「災害関連情報について、地理空間情報（G 空間

情報）や ICT の活用等により、官民からの多様な収集手段を確保する」ことを国土強靭化

の推進方針の 1 つに示している。 

あなたは、防災関係機関が保有する災害関連情報へのアクセシビリティを高めるため、

災害関連情報の検索及び提供機能をもつポータルサイトの構築を検討することになった。

以下の問いに答案用紙計 3 枚で答えよ。 

 

（１）検索及び提供の観点から、あなたが想定する災害関連情報の現状の課題を 3 つ以上

挙げ、解答用紙 1 枚に示せ。 

 

（２）（１）にて抽出した課題のうち、あなたが重要と考える課題を 1 つ選択し、解決策を

述べよ。また、課題解決に使用した地理情報標準規格の概要を説明した上で、その具

体的な利用方策を解答用紙 1 枚に示せ。なお、地理情報標準規格に利用上の課題があ

る場合は、その課題と解決方法を述べること。 

 

（３）ポータルサイトを通じ得られる災害関連情報と地理情報標準を活用したアプリケー

ションを解答用紙 1 枚に提案せよ。使用する災害関連情報は、あなたの想定でよい。 
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問題１－２ 

 「セーフコミュニティ」は WHO で推進されている安心・安全のまちづくりを進める認証

制度である。このセーフコミュニティでは、事故や傷害を予防するためには、まず何が問

題であるのかを明らかにし、その対策を講じ、その対策によって得られた成果を評価する

ことが必要とされている。 

 さて、小学 1 年生のさとしくんは、お母さんに頼まれて初めて一人で買い物に行くこと

になった。お母さんは、さとしくんにおつかいの経路を説明する。おつかいは徒歩で数件

の小売店を回るものであり、経路の一部は通学路になっている。しかしながら途中に交通

量の多い国道などを横断歩道や横断歩道橋で渡らなければならない箇所もある。以下の問

いに答案用紙計 3 枚で答えよ。 

 

（１）「子どものおつかいの経路説明」という論議領域に対して、これを満たす地理空間情

報に必要となる要件を解答用紙 1 枚に示せ。 

 

（２）（１）で回答した要件を反映したおつかいの経路説明に必要となる地理空間情報の応

用スキーマ UML クラス図を解答用紙 1 枚に作成せよ。 

 

（３）（２）で作成した応用スキーマ UML クラス図に含まれる地物、地物属性又は地物関

連の中から 1 つ以上選択し（「データ品質適用範囲」）、また、任意のデータ品質要素及

びデータ品質副要素を選択したうえで、選択した項目について「適合品質水準」、「デ

ータ品質評価尺度」及び「データ品質評価手法」を設定し、解答用紙 1 枚に示せ。な

お、選択した項目及び記述した内容についてその理由を明らかにすること。 
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問題１－３ 

 国家の分離独立併合は、統治機構や法制度などの国家の根幹の変化を伴うことが多く、

国土の基礎的情報である地形図の整備や更新に大きな影響を与えることは想像に難くない。

以下は仮定である。ここに 2015 年に平和的に合併した 2 つの国家がある。新政府は、2 国

の電子地形図を用いて、新たに空間情報基盤システムを開発することを決定した。あなた

は、新設された測量機関の長であり、このシステム開発プロジェクトの責任者である。2 国

の概要を表に示す。2 国はそれぞれに独自に電子地形図の整備を行ってきた。いずれも、1：

25,000 国土基本図であり、GIS で活用の可能な属性情報を含むベクトル形式のデータである。

当該システムは、行政業務支援のためセキュアなウェブマッピングサービスとして、1)土地

利用・都市計画、2)交通計画、3)住居表示、及び 4)不動産税務に活用する目的である。以下

の問いに解答用紙計 3 枚以内で答えよ。 

表：合併する 2 国の概要 

項目 A 国 B 国 

人口 1300 万人 200 万人 

面積 20 万 km2 1 万 km2 

公用語 フランス語 英語 

一人当たりの GDP 2,000 米ドル 1,300 米ドル 

気候帯 ステップ気候 サバナ気候 

 

（１）このシステム開発プロジェクトの実施において生じうる問題点を列記し、サービス

の構築や運用に関する技術的課題を 3 つ抽出せよ。 

 

（２）（１）で抽出した 3 つの課題から、あなたが最も重要と考える課題を 1 つ選択し、あ

なたの実務経験を踏まえた解決策として、構築すべきシステムの概要を、ユースケー

ス図、または任意のダイアグラム形式などを活用して説明せよ。なお、ここで構築す

べきシステムとは、ハードウェア・ソフトウェア・データ・利用者・処理手順・アル

ゴリズムなどを含むものと定義する。解答は、以下の条件を含むものとする。 

 

 ・解決策には、必ず 1 つ以上の地理情報標準規格を活用せよ。 

 ・使用する地理情報標準規格の概要を説明し、その具体的な利用方法を述べよ。 

 ・地理情報標準規格に利用上の課題がある場合は、その課題と解決方法も述べよ。 

 

（３）5 から 10 年後に起こりうる課題またはニーズとして想定できるものを 1 つ示せ。さ

らに、それについて地理情報標準規格を活用した解決策を示せ。 


